
〔※学校や学級の児童の実態に合わせて話してください。〕

皆さん、コロナウイルスの流行によって、毎日の生活が大きく変わってしまいました
ね。

我慢をしていることもたくさんあると思います。入学式や卒業式、運動会や修学旅
行などの大きな行事のやり方も、これまでとは異なります。

皆さんを感染から守るために、そして、皆さんの家族の命、自分の命を守るために、
一人一人、感染予防について考えてほしいと思います。
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今は、コロナウイルスの感染に気を付けなければならない一番上のレベル ・・・ 「緊
急事態対策期」です。

病院の数が足りない、とか、ワクチン接種を急ぐ、など、毎日のニュースで、耳にした
こともあるでしょう。
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【指導時の状況に合わせて、２・３・４のスライドを選択してください】
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【指導時の状況に合わせて、２・３・４のスライドを選択してください】
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今、どんな状況なのでしょう。

5月14日の時点で、県内で見つかったウイルスのほとんどが、感染力（うつる力）が
強いとされている「変異株」です。グラフの赤い部分がそうです。

この「変異株」は、呼吸を助ける機械を付けたりしないとさらに重い症状になる「重
症化リスク」の割合も高いとされています。このグラフを見てください。全国の重症
者の数は、4月1日には394人でしたが、それから約1か月、5月19日になると、そ
の約3倍の1288人に増えていることが分かります。

でも、皆さん、自分は大丈夫だと思ってはいませんか？これまで、感染して症状が重
くなるのは、高齢者や病気の人だけだと思ってはいませんでしたか？

実は、変異株ウイルスは、皆さんのような若い人にも、感染がひろがっています。
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皆さんは、この感染を防ぐために、一生懸命我慢を続けていると思いますが、変異
株がほとんどを占めるようになり、10代の感染も急増しています。

もう一度、放課後や休日の学校を離れての過ごし方について、一人一人が心がけて
ほしいことをお話します。
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皆さんは学校で よく手洗い、消毒ができていますね。学校から家に帰ったときはど
うですか？

うっかり手洗いや消毒を忘れてしまうことはありませんか。

外では、知らない間に、いろんなものに触っています。外から帰ってきたときは、必
ず、手洗いを忘れずにしましょう。
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皆さんは、登下校時や公共の場（たくさんの人が使うところ）で、マスクを正しくつけ
られていますか。学校の外ということで、気持ちが緩んでしまうことがありませんか。

電車やバスなどの公共交通機関は、皆さん以外にもたくさんの方が利用するもので
す。利用者の中には、病気を抱えている人、家族に高齢者のいる人など、様々な方が
います。
また、若くて健康な人でも感染します。

皆さんの日常を一日も早く取り戻すためにも、登下校中や公共の場では、マスク等
の着用を忘れないでください。
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友達と仲が良いのはとてもいいことです。遊ぶときは、自然に近づいていってしま
いますよね。でも、今はちょっと我慢をしましょう。

自分や友達、そして、それぞれの家族の命を守るためにも、マスクをつけて遊びま
しょう。

ただ、これからの時期は、暑くなってくるので、熱中症にも注意が必要です。外遊び
の時には、友達と離れたところで少しマスクを外してお茶を飲んだりして、マスクを
外す場面を上手につくり、コロナにも、熱中症にも気をつけるといいですね。

コロナがおさまったら、また、友達とおもいっきり遊べますから、それまで、みんなで
気を付けましょう。
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学校では、教室の窓を開けて勉強していますね。家に帰ってからはどうですか？

つい、窓を閉め切ったままになってはいませんか？これからは、クーラーなどをかけ
て、閉め切ったままになることもあるかもしれません。

家でも、窓を開けて空気を入れ換えることが、コロナ感染を防ぐ方法の一つです。家
でも、「窓を開けて、空気を入れ換える」 ・・・ ちょっと心がけてみましよう。
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以上のように、学校を離れても、感染予防には十分に気を付けましょう。
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皆さん、一人一人の心がけで、少しでも感染をくい止めたいと思います。そして、校
外学習や運動会など、学校の行事が以前のように行われる日が、早く来ることを願
います。

最後に ・・・ 私たちの「戦うべき相手は、人ではなくウイルス」です。

私たちは、マスクをしていても、消毒をしていても、どんなに気をつけていても、か
かってしまうことがありますよね。そんな時に、周りの友達から傷つくような言葉を
言われたり、態度をとられたりすると、どのような気持ちになるでしょうか。

また、お医者さんや看護師さんのように、危険と隣り合わせで、一生懸命働いている
方がたくさんいます。そのような方が、心を痛めるような言葉を耳にしたり、行動を
目にしたりすると、どうでしょう…。あなたはどのように感じますか。

今まで経験したことがないこの状況を、お互いに思いやり、励まし合い、感謝し合う
気持ちをもって、みんなで乗り越えたいものです。協力をお願いします。
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